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法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委

任
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
二
十
三
年

法
務
省
令
第
二
十
四
号
）

の
規
定
に
よ
り
そ
の
商
業

登
記
の
事
務
が
神
戸
地
方

法
務
局
に
お
い
て
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
当

該
法
人
の
申
請
又
は
請
求

が
あ
っ
た
場
合
の
神
戸
地

方
法
務
局
加
古
川
支
局
及

び
八
鹿
出
張
所

平
成
二
十
三
年
八
月
八
日

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
七
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
七
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
基
幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計

画
（
昭
和
六
十
三
年
郵
政
省
告
示
第
六
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定

に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

第
１
の
４
中
「平

成
2
3年
７
月
2
4日
ま
で
に
限
る

」
の
次
に「（た

だ
し
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区
域
に

お
い
て
は
、
平
成
2
4年
３
月
3
1日
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

）」
を
加
え
る
。

第
１
の
５
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
岩
手
県
及
び
宮
城
県
の
区
域
に
お
い
て
は
、
平
成
2
5年
３
月
3
1日
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
１
の
13
]
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区
域
に
お
け
る
１
チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
1
2チ
ャ
ン
ネ
ル
ま
で
の
周

波
数
は
平
成
2
4年
３
月
3
1日
ま
で
、
岩
手
県
及
び
宮
城
県
の
区
域
に
お
け
る
5
3チ
ャ
ン
ネ
ル
か
ら
6
2チ
ャ
ン
ネ

ル
ま
で
の
周
波
数
は
平
成
2
5年
３
月
3
1日
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
５
の
１
]
の
表
（
注
３
）
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区
域
に
お
い
て
は
、
平
成
2
4年
３
月
3
1日
ま
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
５
の
１
^
の
表
（
注
３
）
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区
域
に
お
い
て
は
、
平
成
2
4年
３
月
3
1日
ま
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
平
成
2
3年
７
月
2
5日
以
降
は
、
本
表
に
か
か
わ
ら
ず
、
仙
台
の
中
継

局
を
親
局
と
す
る
。

第
５
の
３
]
の
表
（
注
８
）
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区
域
に
お
い
て
は
、
平
成
2
4年
３
月
3
1日
ま
で
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
６
の
１
]
の
表
（
注
２
）
及
び
同
１
^
の
表
（
注
２
）
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
一
関
を
送
信
場
所
と
す
る
中
継
局
に
あ
つ
て
は
、
上
段
の
周
波
数
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
）
は
平

成
2
5年
３
月
3
1日
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
下
段
の
周
波
数
（
チ
ャ
ン
ネ
ル
番
号
）
の
使

用
は
平
成
2
4年
４
月
１
日
か
ら
と
す
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
八
号

基
幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
（
昭
和
六
十
三
年
郵
政
省
告
示
第
六
百
六
十
一
号
）第
１
の
６
_
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
十
八
年
総
務
省
告
示
第
八
十
号
（
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
第
１
の
５
_
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
中
継
局
を
定
め

る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

題
名
中
「
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
第
１
の
５
_
」
を
「
基
幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
第
１
の
６
_
」に
改
め
る
。

表
題
中
「放

送
用
周
波
数
使
用
計
画
第
１
の
５
_

」
を
「基

幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
第
１
の
６
_

」
に
改
め
、

同
表
（
注
２
）
中
「た

だ
し

」
の
次
に「

、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区
域
に
お
い
て
は
、
平
成
2
4年
３
月
3
1

日
ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お

」
を
加
え
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
四
十
九
号

平
成
二
十
二
年
総
務
省
告
示
第
百
七
十
三
号
（
二
〇
七
・
五

MHz
以
上
二
二
二

MHz
以
下
の
周
波
数
を
使
用
す
る
特
定
基

地
局
の
開
設
に
関
す
る
指
針
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一

号
）
第
二
十
七
条
の
十
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

４

前
二
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島
県
の
区
域
に
お
い
て
は
、
当
該
特
定
基
地
局
に

係
る
第
一
号
に
規
定
す
る
周
波
数
の
使
用
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
以
降
に
限
る
。

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
五
十
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九

号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

総
務
大
臣

片
山

善
博

一

名

称

派
遣
海
賊
対
処
行
動
航
空
隊

二

国
外
派
遣
期
間

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四

日
か
ら
平
成
二
十
四
年
七
月

二
十
三
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

百
八
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

ジ
ブ
チ
共
和
国

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
六
十
四
号

大
阪
市
中
央
区
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日
ま
で
に
、
同
区
長

に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、中
央
区
役
所
又
は
大
阪
法
務
局
に
照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

大
阪
市
東
区
上
本
町
一
丁
目
三
十
一
番
地

赤
井
弥
之
助

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
六
十
五
号

秋
田
県
横
手
市
役
所
保
存
の
次
の
除
籍
が
滅
失
し
た
た

め
、
こ
れ
を
再
製
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
次
に
掲
げ
る

者
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
二
十
二
日
ま
で
に
、
同
市
長

に
対
し
て
、
次
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一

当
該
除
籍
に
関
係
の
あ
る
戸
籍
の
届
出
、
報
告
、
申

請
、
請
求
若
し
く
は
嘱
託
を
し
、
又
は
戸
籍
に
記
載
を

要
す
る
書
類
を
提
出
し
た
者
は
、
そ
の
事
項
を
更
に
申

し
出
る
こ
と
。

二

前
項
に
掲
げ
る
除
籍
の
謄
本
、
抄
本
又
は
除
籍
に
記

載
し
た
事
項
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
現
に

所
持
す
る
者
は
、
こ
れ
を
提
示
す
る
こ
と
。

注

意

一

申
出
は
、
口
頭
で
も
差
し
支
え
な
い
。

二

申
出
の
手
続
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
横
手
市
役
所
又
は
秋
田
地
方
法
務
局
横
手
支
局
に

照
会
す
る
こ
と
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

秋
田
県
平
鹿
郡
山
内
村
南
郷
字
下
南
郷
八
拾
九
番
地

ˆ
√

フ
ヨ

〇
法
務
省
告
示
第
三
百
六
十
六
号

不
動
産
登
記
規
則（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
十
八
号
）

第
三
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
第
二
号
並
び
に

第
百
九
十
三
条
第
五
項
第
二
号
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
規

則
及
び
他
の
省
令
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）並

び
に
同
規
則
第
二
百
三
十
八
条
第
五
項
第
二
号
、
抵
当
証

券
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
年
司
法
省
令
第
二
十
二
号
）
第

二
十
二
条
第
一
項
第
二
号
、
鉱
害
賠
償
登
録
規
則
（
昭
和

三
十
年
法
務
省
令
第
四
十
七
号
）
第
十
一
条
第
五
項
第
二

号
及
び
第
二
十
条
第
二
号
、
船
舶
登
記
規
則
（
平
成
十
七

年
法
務
省
令
第
二
十
七
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号

及
び
第
四
十
五
条
第
五
項
第
二
号
、
農
業
用
動
産
抵
当
登

記
規
則
（
平
成
十
七
年
法
務
省
令
第
二
十
九
号
）
第
三
十

六
条
第
五
項
第
二
号
並
び
に
建
設
機
械
登
記
規
則
（
平
成

十
七
年
法
務
省
令
第
三
十
号
）
第
三
十
一
条
第
五
項
第
二

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
登
記
所
を
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
二
日

法
務
大
臣

江
田

五
月

登

記

所

指
定
の
効
力
が
生
ず
る
日

法
務
局
及
び
地
方
法
務

局
の
支
局
及
び
出
張
所
設

置
規
則
及
び
登
記
事
務
委

任
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
（
平
成
二
十
三
年

法
務
省
令
第
二
十
四
号
）

の
規
定
に
よ
り
そ
の
商
業

登
記
の
事
務
が
さ
い
た
ま

地
方
法
務
局
に
お
い
て
取

り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
当
該
法
人
の
申
請
又
は

請
求
が
あ
っ
た
場
合
の
さ

い
た
ま
地
方
法
務
局
上
尾

出
張
所
及
び
草
加
出
張
所

平
成
二
十
三
年
八
月
二
十

九
日
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